
 

 

株主各位 

 

 

 

 

第７回定時株主総会招集ご通知に際しての 

インターネット開示事項 

 

 

●事業報告 

従 業 員 の 状 況 

主 要 な 借 入 先 

会 計 監 査 人 の 状 況 

会 社 の 体 制 お よ び 方 針 

 

●連結計算書類 

連 結 計 算 書 類 の 連 結 注 記 表 

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書謄本 

連結計算書類に係る監査等委員会の監査報告書謄本 

 

●計算書類 

計 算 書 類 の 個 別 注 記 表 

 

 

 

 

 

 

当社は、第７回定時株主総会招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、上記の事項につきまし

ては、法令及び定款第16条の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト

（http://www.miyakoshi-holdings.com）に掲載することにより、株主の皆様に提供しておりま

す。 

 

 

宮越ホールディングス株式会社 



― 1 ― 

従業員の状況 
 

従 業 員 数 前連結会計年度末比増減 

38名  2名減  

 

主要な借入先 
(単位：百万円) 

 
借   入   先 借 入 金 残 高 

株式会社クラウンユナイテッド 236 

 

会計監査人の状況 
 当社の会計監査人は、平成29年６月29日開催の第６回定時株主総会において興亜監査法人が選任され、当事業

年度（第７期）の会計監査は、同法人が実施いたしました。 

なお、第６回定時株主総会終結の時をもって任期満了により退任した公認会計士横田泰史、公認会計士山本日

出樹の両氏は、前事業年度（第６期）に係る会計監査のみ実施いたしました。 

 

(1) 会計監査人の名称 

      興亜監査法人 

 

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 

   ① 当事業年度に係る報酬等の額 

                    18百万円 

② 当社及び子会社が支払うべき金銭その他財産上の利益の合計額 

                    18百万円 

(注)１．会計監査人の報酬等について当社監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実

務指針」を踏まえ、会計監査人から提出された監査計画の妥当性や適正性を確認し検討した結果、会計監査人の

報酬等は合理的な水準であると判断し、会社法第399条第１項の同意を行っております。 

２．重要な子会社については、当社の会計監査人以外の公認会計士又は監査法人（外国におけるこれらの資格に相当

する資格を有するものを含む。）の監査を受けております。 

３．当社と会計監査人との間の監査契約において会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬の額

を区分しておりませんので、①の金額には金融商品取引法に基づく監査の報酬等の額を含めて記載しております。 

 

(3) 非監査業務の内容 

当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の業務以外の業務（非監査業務）を委託しており

ません。 

 

(4) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針 

    当監査等委員会は、会社法第340条に定める監査等委員会による会計監査人の解任のほか、会計監査人が職

務を適切に遂行することが困難と認められる場合及びその他必要と判断される場合には、株主総会に提出す

る会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。 

 



― 2 ― 

会社の体制および方針 
(1) 職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業務の適正を確保するための体制 

当社は、会社法及び会社法施行規則に定める「業務の適正を確保するための体制」について取締役会にお

いて、次のとおり決議しております。 

① 当社及び子会社（以下「当社グループ」という。）の取締役・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合

することを確保するための体制 

・ 法令及び定款、社内規程の遵守のみならず､企業の社会的責任を全うすることを目的として「宮越ホール

ディングス行動規範」を策定し、実践する｡ 

・ 取締役会は、定期的に取締役から職務執行状況の報告を受けるとともに、必要事項について取締役に取

締役会で適宜報告させる。 

・ 取締役は、職務分掌規程、職務権限規程、コンプライアンス規程等の社内規程の一層の整備を図り、取

締役及び使用人は、法令及び定款とともにそれらを遵守し業務を執行する。 

・ 監査室は、社内業務が法令、定款、社内規程を遵守して行なわれていることを確認するため内部監査を

実施する。 

・ 市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対しては、毅然とした姿勢で対処し、これらの活

動を助長するような行為は行わない。 

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

・ 取締役の職務の執行に係る文書その他の情報 (以下「職務執行情報」という。）は取締役会において定

める文書管理規程に基づき、適切に保存及び管理する。 

・ 内部統制室は、職務執行情報を取締役が適宜閲覧できるシステムを構築する。 

③ 当社及び子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

・ 内部統制室をリスク管理部門とし、関連部門と連携して当社グループのリスク管理に関する施策を立案､ 

推進する。 

・ 内部統制室は、当社グループ全体のリスクを総括的に管理するとともに、その管理状況やリスク情報を

取締役会、コンプライアンスリスク管理委員会及び監査等委員会に適宜報告する。 

④ 当社及び子会社の取締役の職務の執行が効率的に行なわれることを確保するための体制  

・ 当社の各部門の機能、業務執行の範囲について職務分掌規程に定めるとともに、各業務の承認､ 決裁体

制を職務権限規程に定めることで、業務執行を担当する取締役の権限の範囲及び権限の委譲を明確にし、

業務執行の効率性を確保する。 

・ 子会社においても、その規模等に応じて、当社の規程等に準じた職務分掌規程等の整備を行わせるもの

とする。 

⑤ 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 

・ 当社グループ共通の行動規範を必要に応じて策定ないし見直すことにより、かかる行動規範の当社グル

ープ全体への周知徹底を図ることで当社グループにおける業務の適正の確保に努める｡ 

・ 内部統制室は、関連部署と提携して当社グループの業務の円滑化を図るとともに、当社グループ管理体

制の整備を行なう。監査室は、定期的に当社グループ会社の監査（業務監査、内部統制監査等）を行な

うこととし､ 業務の適正化を推進する。 

・ 当社グループ全体として「内部通報制度」を設け､ 当該制度の存在を周知徹底し、有効活用に努めるこ

とでコンプライアンスの徹底を図る。 

⑥ 監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項及び当該使用人の取締役（監査等委員である取締役

を除く。）からの独立性に関する事項並びに監査等委員会の当該使用人に対する指示の実効性の確保に関

する事項 

・ 当社は監査等委員会の求めに応じて、その職務執行に必要な場合は、監査室所属の使用人に補助を行な

わせるとともに、必要に応じて監査室を中心として関係各部門がサポートする。 

・ 監査等委員会の職務を補助するにあたり、監査室所属の使用人は、監査等委員会の指揮命令に従うもの

とする。 

・ 当社は、当該補助にあたる使用人の人事異動、評価等については、監査等委員会の意見を踏まえたうえ

で行なうものとし、取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性を確保する。 
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⑦ 当社及び子会社の取締役、使用人等又はこれらの者から報告を受けた者が当社の監査等委員会に報告をす

るための体制その他の当社の監査等委員会への報告に関する体制、及び当該報告をした者が当該報告をし

たことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制 

・ コンプライアンスリスク管理委員会、取締役（監査等委員である取締役を除く。）､監査室は、定期的に

監査等委員会に活動状況を報告するとともに、法令、定款に違反しまたは違反するおそれがあると認識

した場合は速やかに監査等委員会に報告する。 

・ 当社グループの役職員は、法令等の違反行為等、当社グループに著しい損害を及ぼすおそれのある事実

については、これを発見次第、直ちに当社の監査等委員会に対して報告を行うものとする。 

・ 当社グループの内部統制の部署は内部統制室とし、内部統制担当及び内部監査室の内部監査担当が、グ

ループ各社への指導、支援を実施する。また、内部統制担当及び内部監査担当は、グループ各社の内部

統制の状況をまとめ、定期的に当社取締役会及び監査等委員会に報告する。 

・ 当社の監査等委員は、必要に応じて当社グループの取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使

用人ならびに子会社の監査役に対して報告を求めることができる。 

・ 当社は、当社の監査等委員会へ報告を行った当社グループの役職員に対し、当該報告をしたことを理由

として不利な取扱いを行うことを禁止する。 

⑧ 監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）について生ずる費用の前払

又は償還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項 

・ 監査等委員がその職務の執行について、当社に対し会社法第399条の２第４項に基づく費用の前払等の請

求をした場合、当該請求に係る費用又は債務が当該監査等委員の職務の執行に必要でないと認められた

場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理する。 

⑨ その他監査等委員会の監査が実効的に行なわれることを確保するための体制 

・ 当社は、監査等委員会の監査に必要とする情報を適時、適切に収集できる体制を確保するため､監査等委

員の閲覧する資料の整備に努める。 

・ 監査等委員会の監査に対する役職員の理解を深め、監査等委員会の監査の環境整備に努める。 

・ 代表取締役は、監査等委員会と定期的に会合を持ち、当社の対処すべき課題、監査等委員会の環境整備

状況、監査上の重要課題等について意見交換を行う。 

 

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要 

当社は、「内部統制システムに関する基本方針」を定め、業務の適正を確保するための取り組み方針とし

て、会社の事業内容、社会、経済環境の変化に即応し、継続的に内部統制システムの整備を図り、実効性の

ある内部統制の運用に努めております。当事業年度の主な運用状況は以下のとおりです。 

・ 主な会議の開催状況として、取締役会は12回開催され、取締役の職務執行の適法性を確保し、取締役の

職務執行の適法性及び効率性を高めるために、当社と利害関係を有しない社外取締役がすべてに出席し

ました。また、監査等委員会は５回、コンプライアンスリスク管理委員会は３回開催いたしました。 

・ 監査等委員会は、監査計画に基づき会計監査人及び内部監査室、内部統制室から随時、監査状況等の報

告を受け、報告に基づき取締役会において意見を述べるなど、経営の健全性・透明性の向上を図る体制

が構築されております。 

・ 当社は、コンプライアンス、内部通報に関する通報窓口としてコンプライアンスリスク管理委員会を設

置し、事業活動におけるリスクの低減を図るため、同管理委員会を３回開催し、都度、課題を提起・報

告を行うなど実効性のある委員会を目指しております。 

 

当社では、今後とも内部統制の運用に関し、基本方針の継続性を維持し、システムの見直しを行い、内部

統制システムの適切な運用を通して業務の適正を確保してまいる所存です。 

 

(3) 株式会社の支配に関する基本方針 

    当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針については特に定め

ておりません。 

 

(4) 剰余金の配当等の決定に関する方針 

    当社では、株主の皆様への利益還元を経営の重要な施策の一つとして位置づけており、将来における企業

成長と経営環境の変化に対応するために必要な内部留保を確保しつつ、安定的な利益還元を継続的に行うこ

とを基本方針としております。 

    なお、期末配当につきましては、誠に不本意ではございますが、見送らせていただきたいと存じます。 

    株主の皆様には、何卒事情ご理解の上、ご了承賜りますようお願い申し上げます。 
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連 結 注 記 表 
 

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等） 

 

１．連結の範囲に関する事項 

連結子会社の数 ７社 

クラウン株式会社 

深圳皇冠(中国)電子有限公司 

隆邦医葯貿易有限公司 

深圳皇冠金属成型有限公司 

CROWN PRECISION(HK)CO.,LTD. 

皇冠投資管理有限公司 

科浪(深圳)商務有限公司 

 

２．持分法の適用に関する事項 

(1)持分法を適用した関連会社の数 

該当事項はありません。 

    (2)持分法を適用しない関連会社の数及び名称 

該当事項はありません。 

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

クラウン株式会社を除く連結子会社６社は、いずれも12月31日を決算日としております。連結計算書類の作成に当たって

は同日現在の計算書類を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引について、連結上必要な調整を行っております。 

 

４．会計方針に関する事項 

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法 

有 価 証 券 ･･･ その他有価証券で時価のないものについては移動平均法による原価法 

(2)重要な減価償却資産の減価償却の方法 

有形固定資産 ･･･ 定率法（在外連結子会社は定額法） 

無形固定資産 ･･･ 土地使用権については使用年数に基づく定額法 

(3)重要な引当金の計上基準 

貸 倒 引 当 金 ･･･ 期末債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については回収可能性を個別に検討した必要額を計上しております。 

(4)退職給付に係る会計処理の方法 

退職給付に係る負債又は退職給付費用の処理方法 

連結計算書類作成会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を

退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。 

(5)重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。

なお、在外子会社の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により

円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めております。 

(6)消費税等の会計処理方法 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用しております。 

(7)のれんの償却及び償却期間 

のれんについては、20年間の均等償却を行っております。 
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（連結貸借対照表に関する注記） 

減価償却累計額 

有形固定資産             2,379百万円 

 

 

（連結株主資本等変動計算書に関する注記） 

当連結会計年度末日の発行済株式の種類及び総数 

普通株式            30,014,943株 

 

 

（金融商品に関する注記） 

１．金融商品の状況に関する事項 

 (1) 金融商品に対する取組方針 

当社グループは、事業を行うための設備投資資金及び短期的な運転資金は主に自己資金又は関係会社からまかなって

おり、一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用しております。また、デリバティブ取引及び投機的な取引について

は行わない方針であります。 

(2) 金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク 

営業未収入金は、不動産賃貸に係る未収家賃であり、顧客の信用リスクに晒されておりますが、預り保証金を収受す

ることによりリスクを回避しております。 

貸付金は、保有債権を売却したことにより生じたものであり、融資先の信用リスクに晒されております。 

借入金は、当社が負担する借入金債務を当社の関連当事者が免責的に引き受けたことにより、当該関連当事者に対し

生じた債務履行義務であります。 

(3) 金融商品に係るリスク管理体制 

① 信用リスク(取引先の契約不履行等に関するリスク)の管理 

営業債権については、管理部門が取引先の状況を定期的に把握し、取引先ごとに期日及び残高を管理し、継続的に

モニタリングする体制をとっており、それらを随時把握することによりリスクの軽減を図っております。 

貸付金については、融資先の財政状態・経営成績を把握し、将来の傾向を分析するとともに、適時に返済が行われ

ているかを随時把握することによりリスクの軽減を図っております。 

② 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理 

当社グループは、各部署からの報告に基づき、経理部が適時に資金繰計画を作成・更新することにより、資金調達

に係る流動性リスクを管理しております。 

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれてお

ります。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件を採用することにより、当該価額

が変動することがあります。 

 

２．金融商品の時価等に関する事項 

平成30年３月31日(当期の連結決算日)における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおりであ

ります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれておりません（(注2)参照）。 

(単位:百万円) 

 連結貸借対照表計上額 時価 差額 

(1) 現 金 及 び 預 金 6,506 6,506 ― 

(2) 営 業 未 収 入 金 20 20 ― 

(3) 長期貸付金（1年内回収予定含む） 6,898 6,893 △4 

資   産   計 13,425 13,420 △4 

(4) 短 期 借 入 金 236 236 ― 

負   債   計 236 236 ― 
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(注１) 金融商品の時価の算定方法に関する事項 

    資 産 

   (1) 現金及び預金 

      満期のない預金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。満期のある

預金は、満期までの期間が短いものを除き、期間に基づく区分ごとに新規に預金を行った場合に想定される預金金利で

割引いた現在価値を算定しておりますが、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。 

   (2) 営業未収入金  

      営業未収入金は、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま

す。 

      (3) 長期貸付金（１年内回収予定含む） 

      長期貸付金は、債権の区分ごとに、元利金の合計額を同様の新規貸付を行った場合に想定される利率で割引いた現在

価値により算定しております。 

      負 債 

    (4) 短期借入金 

短期借入金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。 

      

(注２) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品 

区分 連結貸借対照表計上額（百万円） 

非上場新株予約権 10 

非上場新株予約権については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、表中には

含めておりません。 

 

(注３) 金融債権の連結決算日後の償還予定額 

(単位:百万円) 

 1 年以内 1 年超 5年以内 5 年超 10 年以内 10 年超 

現 金 及 び 預 金 6,506 ― ― ― 

営 業 未 収 入 金 20 ― ― ― 

長期貸付金（１年内回収予定含む） 1,528 5,370 ― ― 

合  計 8,055 5,370 ― ― 

 

 

 

（賃貸等不動産に関する注記） 

 １．賃貸等不動産の状況に関する事項 

    当社グループは、中国深圳市において、賃貸用の工場及び宿舎（土地使用権を含む。）を有しております。 

 

 ２．賃貸等不動産の時価に関する事項 

(単位:百万円) 

連結貸借対照表計上額 時価 

1,148 44,762 

(注)１．連結貸借対照表計上額は、取得価額から減価償却累計額を控除した金額であります。 

    ２．当連結会計年度末の時価は、中国深圳市政府認定の不動産鑑定会社による鑑定評価額であります。 

 

 

（１株当たり情報に関する注記） 

１．１株当たり純資産額 425円93銭

２．１株当たり当期純利益 17円90銭
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄 本 
 

独立監査人の監査報告書 
 

平成３０年６月１日 

宮越ホールディングス株式会社 
 取 締 役 会 御中 

興亜監査法人 

 

公認会計士 武田   茂㊞ 
 

公認会計士 柿原 佳孝㊞ 

 

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、宮越ホールディングス株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31

日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記

表について監査を行った。 

 

連結計算書類に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示す

ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要

と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

 

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにあ

る。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法

人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査

を実施することを求めている。 

監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法

人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目

的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じ

た適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営

者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を

検討することが含まれる。 

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 

 

監査意見 

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、宮越ホール

ディングス株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点

において適正に表示しているものと認める。 

 

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

 

以上

 
 

指 定 社 員  

業務執行社員 

指 定 社 員  

業務執行社員 
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連結計算書類に係る監査等委員会の監査報告書 謄 本 
 

 

連結計算書類に係る監査報告書 
 

 当監査等委員会は、平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第７期事業年度における連結計算書類（連結貸借対照表、

連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとお

り報告いたします。 

 

１．監査の方法及びその内容 

 監査等委員会は、その定めた監査の方針、職務の分担等に従い、連結計算書類について取締役等から報告を受け、必要に応

じて説明を求めました。 

 さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人

からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。 

また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131 条各号に掲げる事

項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）に従って整備している旨の通知を受け、必要に応

じて説明を求めました。 

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る連結計算書類について検討いたしました。 

 

２．監査の結果  

 会計監査人興亜監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。 

 

 

平成30年６月６日 

宮越ホールディングス株式会社 監査等委員会 

監査等委員  田 村 幸 治 ㊞ 

監査等委員  宮 越 盛 也 ㊞ 

監査等委員  段    鳳 林 ㊞ 

 
(注)監査等委員田村幸治、宮越盛也及び段鳳林は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役であります。 
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個 別 注 記 表 
 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

１．資産の評価基準及び評価方法 

有 価 証 券 

子 会 社 株 式 … 移動平均法による原価法 

 

 ２．引当金の計上基準 

貸 倒 引 当 金 … 期末債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については回収可能性を個別に検討した必要額を計上しております。 

賞 与 引 当 金 … 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。 

退職給付引当金 … 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、当事業年

度末において発生していると認められる額を計上しております。 

 

 ３．消費税等の会計処理方法 

    消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用しております。 

 

（貸借対照表に関する注記） 

  関係会社に対する短期金銭債権 71百万円

関係会社に対する短期金銭債務 382百万円

 

（損益計算書に関する注記） 

関係会社との取引高 

営業取引高（収入分） 372百万円

営業取引高（支出分） 0百万円

営業取引以外の取引高（収入分） 1百万円

営業取引以外の取引高（支出分） 1百万円

 

（株主資本等変動計算書に関する注記） 

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数 

普通株式             432株 
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（関連当事者との取引に関する注記） 

 １．会社等 

属性 名称又は氏名 
議決権等の所有 
(被所有)割合 

関連当事者 
との関係 

取引の内容 
取引金額 
（百万円） 

科 目 
期末残高 
(百万円) 

子会社 クラウン㈱ 
所有 

直接100.0％ 
兼任 
２人 

配当金の受取 310 － － 

子会社 
深圳皇冠(中国) 
電子有限公司 

所有 
間接90.0％ 

兼任 
２人 

経営指導業務 
の受託(注1) 

40 
その他 

(流動資産) 
63 

不動産開発業務 
の受託(注1) 

15 

その他の 
関係会社 

㈱クラウン 
ユナイテッド 

被所有 
直接18.3% 

兼任 
２人 

借  入 
(注2) 

1,001 
短期借入金 236 

借入金の返済 765 

未払利息 
(注2) 

144 
その他 

（流動負債） 
146 

利息の支払 
(注3) 

1 

主要株主 
Century Paramount 
Investment 
Ltd.(注4) 

被所有 
直接17.6% 

－ 

増資の引受 
(注5) 

2,422 － － 

借入金債務の減少 
（注6） 

266 － － 

利息債務の減少 
（注6） 

20 － － 

主要株主 
Long Wing 
Holdings Ltd. 
(注4) 

被所有 
直接17.6% 

－ 

増資の引受 
(注5) 

2,422 － － 

借入金債務の減少 
(注6) 

265 － － 

利息債務の減少 
(注6) 

34 － － 

主要株主 
Pacific State 
Holdings Ltd. 

被所有 
直接12.9% 

－ 

借入金債務の減少 
(注6) 

469 － － 

利息債務の減少 
(注6) 

89 － － 

主要株主 
Asian Sky 
Investments Ltd. 
(注7) 

被所有 
直接6.8% 

－ 

貸付金債権の譲渡 
(注8) 

2,687 
短期貸付金 536 

長期貸付金 2,151 

利息債権の譲渡 
(注8) 

27 
その他 

（固定資産） 
27 

利息の受取 
(注3) 

6 
その他 

（流動資産） 
6 

主要株主 
の子会社 

Asian Investments 
Group Ltd. 
(注7)(注9) 

－ － 

貸付金債権の譲渡 
(注8) 

－ 短期貸付金 456 

－ 長期貸付金 1,830 

利息債権の譲渡 
(注8) 

－ 
その他 

(固定資産) 
80 

利息の受取 
(注3) 

6 
その他 

(流動資産) 
19 

取引条件ないし取引条件の決定方針等 

(注1) 経営指導業務の受託及び不動産開発業務の受託の対価につきましては双方協議のうえ合理的に決定しております。 

(注2) 当社が負担する借入金債務及び利息債務を㈱クラウンユナイテッドが免責的に引き受けたことにより、同社に対し生じた

債務履行義務であります。 

(注3) 金利については市場金利等を勘案し決定しております。 

(注4) 平成29年７月５日に当社が行った第三者割当増資の引受けにより、同日付で関連当事者となりました。 

なお、取引の内容及び取引金額には関連当事者となった日以降の取引を記載しております。 

(注5) 当社が行った第三者割当増資を現物出資(デット・エクイティ・スワップ)により１株457円で引き受けたものです。 

(注6) 当社が負担する借入金債務及び利息債務を㈱クラウンユナイテッドが免責的に引き受けたことによる減少であります。 

(注7) 平成29年７月５日に当社が行った第三者割当増資により、同日付で主要株主から外れ関連当事者でなくなりました。 

なお、取引の内容及び取引金額には関連当事者であった期間中の取引、期末残高には関連当事者でなくなった時点の金額

を記載しております。 

(注8) 当社が保有する貸付金債権及び利息債権を帳簿価額と同額で譲渡したものです。 

(注9) Asian Sky Investments Ltd.の100%子会社であります。 
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 ２．役員等 

属性 名称又は氏名 
議決権等の所有 
(被所有)割合 

関連当事者 
との関係 

取引の内容 
取引金額 
（百万円） 

科 目 
期末残高 
(百万円) 

役員及びその
近親者が議決
権の過半数を
所有している
会社等 

フォーシーズン㈱ 
(注1) 

－ － 
本社事務所の 
賃借等(注2) 

26 
その他 

(投資その他 
の資産) 

16 

取引条件ないし取引条件の決定方針等 

(注1) 当社代表取締役 宮越 邦正の近親者が議決権の100％を所有しております。 

(注2) 本社事務所の賃借等の対価につきましては一般的取引と同様に決定しております。 

 

（１株当たり情報に関する注記） 

１．１株当たり純資産額 373円45銭

２．１株当たり当期純利益 8円87銭
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